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研究成果の概要（和文）：地球上の幾つかの生業を異にする社会を取り上げて、文化人類学的な

参与観察とインタヴューを組み合わせた調査手法をつうじて、とりわけ、人間が動物をコスモ

ロジカルにどのように表象しているのかに焦点を当てて、人間と動物をめぐる関係について考

察した。 

研究成果の概要（英文）：This research project explored relations between men and animals, 

especially focusing on how people cosmologically represent animals in various societies 

in the world depending upon different subsistence economy, by making full use of 

anthropological research method consisted of both participant-observation and interview.  
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００８年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000 

２００９年度 3,700,000 1,110,000 4,810,000 

２０１０年度 3,700,000 1,110,000 4,810,000 

２０１１年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

  年度    

総 計 12,500,000 3,750,000 16,250,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文化人類学・民俗学 

キーワード：人間と動物、人類学、民族誌、フィールドワーク 

 

１．研究開始当初の背景 

(1) 人類は、周囲の自然環境における多様な

生物資源を利用して生き延びてきた。動物は

家畜化され、屠畜され、人類は、やがて食糧

を安定的に手に入れるようになった。そのプ

ロセスは、その後、商品経済へと組み入れら

れ、動物は飼育・屠畜され、食肉加工されて

食卓へと運ばれる。人類は、自然界のたんな

る一員からそれを支配する存在として自ら

を位置づけるようになり、知識と技術を用い

て、スポーツ狩猟、毛皮交易、動物実験や見

世物および観察の対象として、動物を取り扱

うようになった。20 世紀後半には、人間に残

酷な扱いを受ける動物に対して哀れみを感

じた人たちは、動物にも本性に従って生きる

権利があるとするアニマル・ライツを唱え始

めた。 

人間は、生活資源としての動物に対して、

動物の生殺与奪の権利を手に入れたのであ

る。そのようなヒト中心主義的な動物観は、

今日、グローバル化による生物資源の世界的

な需要の高まりとも相俟って、地球上の各地

で、人間と動物の間に、様々な現実的課題を

生み出している。 

他方、人間の利益を優先している点で同じ

くヒト中心主義的ではあるが、自然や動物に
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対する畏怖に支えられて、「人間の非人間的

世界への比喩的投影による拡大認知」という

特徴をもつ、人間の動物への態度のモデルが

ある。それは、ふつうは、人間の生存のため

の動物の殺害という撞着を身に受けながら、

自然を擬人化したり、動物との交渉を行った

りするような宗教や儀礼、生業実践などとし

て現れるものである。文化人類学は、これま

で、そうした自然観・動物観の記述と解明に

努めてきた。それだけでなく、人間と自然の

関係を、人間の感覚（視覚、聴覚、嗅覚、触

覚、味覚）の観点から取り上げてきた。本研

究では、(1)人間のコスモロジカルな動物と

の関わり、(2)感覚をつうじた動物との関わ

りや動物への態度などを記述考察し、グロー

バリゼーションに伴うその関係のあり方の

変容を視野に入れて、人間と動物の関係のあ

り方に関して、比較民族誌的な調査研究を進

めることを構想した。 

 

(2) 周囲の自然を相手に人間がどのように

暮らしてきたのかについては、生態人類学に

よる研究蓄積がある。池谷は、カラハリのサ

ン社会では、食糧獲得のための狩猟から、肉

や毛皮を販売するための商業狩猟へと移行

しつつあることを明らかにした。秋道は、中

国とラオスの少数民族社会で、野鶏が、食糧

として重んじられる一方で、焼畑民社会では

害鳥とされていることを明らかにした。 

そのような研究に対して、文化人類学は、

これまで、人間が動物をコスモロジカルにど

のように表象するのかに着目して、人間と動

物の関係を取り上げてきた。レヴィ＝ストロ

ースは『野生の思考』のなかで、人間が、動

物と親密な関係をもって世界を組み立て、命

名することで、自然にとりまかれ、交渉しな

がら、暮らしていることを明らかにした。ダ

グラスは、レレ社会の豊穣多産を祈願する儀

礼で、センザンコウが多用される理由を考察

し、それが、分類体系から逸脱する変則的な

動物であるがゆえに、「神秘的な力＝生殖力」

を与える象徴とされていることを明らかに

した。国内では、動物をめぐる文化の諸相に

ついての研究成果が公表されてきている。 

文化人類学はまた、感覚の民族誌研究にお

いて、人間と動物の関係へと接近してきた。

匂いを世界の中心に位置づけるアンダマン

島民は、身体に粘土を塗って匂いの発散を防

いで狩猟に出かける。生きている動物に仲間

の殺害を知らせないために、捕獲した動物か

ら匂いを奪った後に殺害する。サラワクのプ

ナン社会では、神のお告げとして、鳥の声の

聞きなしが盛んに行なわれてきた。さらに、

居住空間の内外に家畜などがどのように配

置され、人間集団とどのような関係にあるの

かについても取り上げてきた。 

本研究は、当初、この領域をリードしてき

た生態人類学の研究に対して、理論的には、

コスモロジーと感覚に関する研究蓄積をベ

ースとして、手法的には、人びとの実践と言

説の両面に重視する文化人類学の観点から、

人間と動物の関係をめぐる調査研究を前進

させることを目指した。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、生業を異にする幾つかの

社会を取り上げて、それらの社会における人

間と動物の関係の諸相に関して調査研究を

進めることであった。人間は、神話や昔話の

なかで、動物をどのようなものとして捉えて

きたのか。宗教実践や儀礼、禁忌などをつう

じて、動物にどのように向き合ってきたのか。

生業との関わりにおいて、動物はどのような

存在として扱われるのか。さらには、感覚を

つうじた動物との接触、生活空間での配置な

どについても明らかにする。また、開発や商

業的な森林伐採などによる自然・社会環境の

変化によって、住民と動物たちとの関係はど

のように変わったのか。商品経済の浸透によ

って、人びとは、周辺の動物とどのように新

たな関係を築いているのか。そうした人間と

動物の関係の諸相の現在に関しても明らか

にしようとした。その後、各地での研究成果

を比較検討して、現代社会の人間と動物をめ

ぐる関係について、新たな見方・捉え方を提

示することを目指した。 

 

３．研究の方法 

これまで長期調査の経験がある文化人類

学者が、各自のフィールドにおいて、人間と

動物をめぐる関係の諸相について調査研究

を行った。そのさい、各社会の既往の人間と

動物の関係が、商品経済の浸透やヨーロッパ

から発信される価値観などの浸透によって、

どのように変化したのかという点について

も視野に入れる。具体的には、７つのフィー

ルドにおいて、まずは、最初の３年間で、人

間と動物をめぐる民族誌を完成させる。その

上で、４年目には、それらの民族誌を比較検

討し、ヒト中心主義的な構成から成る、現代

世界の人間と動物をめぐる諸相と照らし合

わせて、人間と動物の関係について、包括的

な検討を行うとした。 

 

４．研究成果 

 

本研究の研究期間にわたって蓄えられた各

研究メンバーの海外調査研究のデータを比

較検討するなかで、「駆け引き」というミク

ロな場面における人間と動物の相互交渉の

多様なあり方を記述考察することをテーマ

として、まとめの作業を行った。本研究の成

果として、2011 年 9 月 30 日付けで、『人と動

物、駆け引きの民族誌』を出版刊行した（奥



 

 

野克巳編著、はる書房）。 

その書のなかで、とりわけ、ミクロな交渉

場面において、人間と動物の関係のあり方が

多様であることが照らし出されたことにな

る。本科研の成果は、人間と動物の関係をめ

ぐって、国内外において、近年盛んに行われ

てきている研究の動向（国内では、岩波書店

の「ヒトと動物の関係学」シリーズや、吉川

弘文館の「人と動物の日本史」シリーズなど）

に対して、人類学からの貢献となるだろう。 

本研究で明らかになったように、人と動物

の「駆け引き」の多くは、狩猟・供犠・闘牛・

動物実験などの「動物殺し」を伴うものであ

る。本研究を継承しながら、とりわけ、「動

物殺し」に焦点をあてて、本研究と同様の比

較民族誌の観点から調査研究するために、平

成 24 年度から、科研費基盤研究（A）「動物

殺しの比較民族誌研究」をスタートさせる。 
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